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あらかわ最新NEWS

荒川区は、「公益社団法⼈東京都理学療法⼠協
会、「⼀般社団法⼈東京都作業療法⼠会」、「⼀
般社団法⼈東京都⾔語聴覚⼠会」と災害時にお
ける⾼齢者等の要配慮者に対する⽀援の協⼒に
ついて協定を締結いたしました。
⾸都直下地震等の⼤規模地震等災害時の⾼齢者
等の災害関連死等を防ぐことを⽬的として、荒
川区からの要請に基づき、⼀次避難所（福祉的
スペース含む）・⼆次避難所・要配慮者等の⾃
宅などにおいて、理学療法⼠、作業療法⼠、⾔
語聴覚⼠が要配慮者等への専⾨的⽀援を⾏いま
す。
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。近年、コロナ禍や世界各地で勃発する紛争
などの影響により、国内の経済環境や社会構造が⼤きく変化しています。
こうした状況において、地域経済の活性化や雇⽤の創出、⼦育て⽀援、福祉の充
実等、⾜元を固める政策の推進・充実が急務であると認識し、これまでも区に対
してさまざまな要望を⾏ってきました。引き続き、区⺠の皆様が安全に安⼼して
幸せな⽣活を送ることができるよう、これまで以上に区政運営において選択と集
中を徹底し、喫緊の課題である災害対策をはじめ、公共施設等の整備。建て替え
など中⻑期的な視点も持って必要な取り組みを積極的に⾏い、将来につながる取
り組みを確実に前進させてまいります。
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荒川区の魅⼒を発信し、区内外の⼈々に
楽しんでもらえるイベント企画を募集し
ます。ジャンルは⾃由で、1⽇完結型の
公演が対象。選考で最⼤5件を採択し、
会場使⽤料負担や広報⽀援などを提供し
ます。

都内初！災害時⾼齢者等要配慮者
⽀援協⼒協定を締結
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あらかわの魅⼒発信！
イベント企画募集

【応募資格】
荒川区内において積極的に芸術活動
を⾏いたいと考えている個⼈及び団
体。
詳しくはACC公式ホームページをご
参考ください。こちらのQRコード
から読み取りください。



障がいや⽣きづらさをかかえている⽅ご本
⼈、家族、ヘルパー、ボランティアの⽅々
が⾃分⾃⾝の⾔葉でそれぞれの実体験や想
いを語る�聴く会です。
【⽇時】令7年2⽉22⽇（⽇）
13：30〜16：00
【場所】アクロスあらかわ
（１階多⽬的ホール）
【定員】7名（先着順）
お問い合わせ
電話：03-3803-6221
Eメール：across@arakawa-shakyo.or.jp

R6年11⽉会議にて3名の議員が⼀般質問を⾏いました

発表者募集
1/8より荒川区健康アプリスタート！1/8より荒川区健康アプリスタート！

あらかわ健康チャレンジ開始！

楽しみながら健康づくりに取り組める区
独⾃の「健康アプリ」が登場します！⾷
事内容や体重・睡眠時間をアプリに記録
したり、区内のウォーキングコースを巡
ったり、クイックスローウォーク（「さっ
さか歩き」と「ゆっくり歩き」を交互に
⾏う⽅法）をすることでポイントが貯ま
ります。さらに、区主催のイベントや講
座への参加でもポイントをゲット！貯め
たポイントは特典と交換可能です。
詳しくは専⽤ページをご覧くだ
さい！

教育問題について
学校での副教材費や移動教室費などの保護者負担を⾒過ごさ
ず、来年度から教育費の無償化を早急に進めるべき。
災害時の医療・備蓄について
令和あらかわ病院の災害拠点病院指定や野戦病院機能の強化
を求める。⻑期避難所への医師派遣体制は医師会の協⼒を得
て早期整備を要望。
区内施設の備蓄品は3⽇間分が現状ですが、発災時の低学年
児童や障害者施設利⽤者の宿泊を想定し、費⽤や⽬標を明記
した備蓄計画の策定を求める。

魅⼒的な街づくりについて
荒川区は「あしたのジョー」など、根強いファンを持つ
アニメの舞台であり、キャラクター像の設置で地域の魅
⼒やワクワク感を⾼めるべき。
区内事業者を活⽤した地域ぐるみの災害対策について
⽊造密集地域への助成制度の拡充により、住⺠の屋内安
全対策を強⼒に⽀援すべき。マンホールトイレ設置と活
⽤⽅法を区⺠に周知することを要望。
災害時の⼊浴⽀援は⼤きな課題の⼀つである。体制強化
に向けて区内の浴場組合と調整していく必要がある。

闇バイト対策について
SNSでの注意喚起や学校での防犯教育、⾼齢者向け防犯講話
の実施、若者相談窓⼝「わっか」の相談体制拡充、相談窓⼝
の周知強化を要望。
シティプロモーションの強化について
推しポケモンを活⽤したPRやインフルエンサー活⽤や新たな
観光⼤使任命によるシティプロモーション強化を提案。
⼥性のヘルスケアについて
HPVワクチンキャッチアップ接種拡充の周知徹底、プレコン
セプションケアの周知など⼥性の健康を守る取り組みを推進。
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